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研究成果の概要（和文）： 

急速に発展する途上国都市における総合的な水政策立案に資する情報インフラとして、水
勘定表体系を開発・整備し、これを用いた都市水政策の分析ツールを提案することを目的
とした。北京市において 1987 年から 2005 年までの水勘定表を作成した。それらを用いた
各種分析の結果、水価格の値上げや節水の促進政策の効果に加え産業転換にともなう財の
移輸入の増加したため、域内の生産にともなう水需要が減少し、さらに廃水にかかる費用
を大幅に低下させた結果、全体として社会的便益が増大したことが分かった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
As an information infrastructure to facilitate the integrated water policies for rapidly 
growing cities in developing countries in Asia, the project aimed at developing urban 
water accounting table first and then conducting water related policy studies with the 
tables. The water accounting tables have been constructed in Beijing during the period 
between 1987 and 2005. Based on several empirical studies with the tables, increase in 
water prices and policies to promote water savings coincided with industrial structure 
transformation leading to increase in commodities imports to Beijing. As a result, it is 
found that social benefits are increased due to decline of industrial water demand and 
decrease in wastewater treatment costs, even water demand in residential and 
commercial sectors are increased.  
 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 6,800,000 2,040,000 8,840,000 

2008 年度 4,900,000 1,470,000 6,370,000 

2009 年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

年度  

  年度  

総 計 15,500,000 4,650,000 20,150,000 

 
 

研究分野：環境経済学 

科研費の分科・細目：環境学・環境影響評価・環境政策 

キーワード：産業連関分析、水資源勘定表、北京市、内包水、価格弾力性 

 



 

１．研究開始当初の背景 
持続可能な発展に向けて水資源管理がと

りわけ重要であることが繰り返し強調され
るようになった。安全で安定的な飲料水の供
給が多くの途上国で喫緊の課題であった。
2000 年に発表された国連のミレニアム開発
目標(MDGs)では、2015 年までに安全な飲料
水にアクセスできない人の割合を半分にす
ることが謳われている。安全な水へのアクセ
スは 2002 年の「持続可能な開発に関する世
界首脳会議（WSSD）」でも主要な論点の一
つとなり、わが国においても米国と共同で
「きれいな水を人々へ」イニシアチブを発表
するに至った。さらに 2003 年 3 月に第三回
世界水フォーラムを主催するなど水をめぐ
る国際貢献はわが国の国際協力分野でのひ
とつの大きな柱である。わが国にはこれまで
も上水道整備、下水道整備、治水事業、ダム
開発、排水処理技術など水関連分野で多くの
国際貢献を行ってきた実績がある。 

しかしながら、温暖化対策と並んで持続可
能な水管理を自治体における重要な活動分
野ととらえ、持続可能な発展に向けて都市・
地域の視点から国際的な取り組みを進めて
いる ICLEI(持続可能性をめざす自治体協議
会)が、WSSD に向けて途上国都市の水管理
に関してまとめた報告書では、多くの途上国
で資金不足のために水関連インフラ整備が
遅れていることが最大の問題であり、包括的、
統合的な政策が求められると指摘していた。
増加する人口に対処しつつ経済発展をとげ
る途上国都市が、限られた資金制約の中で重
複や無駄を最小限にしながら、効率的に都市
水サービスの量と質を向上していくために
は、緻密で正確かつ高度に体系化された情報
インフラの役割が大きいと考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究プロジェクトでは上記の当初認識

に立ち、この情報インフラとしての水勘定表
体系を開発・整備し、これを用いた都市水政
策の分析ツールを提案することを目指す。 

本研究は、途上国都市の水環境政策立案を
支援するための新しい分析手法を開発する
ことを目的に、中国北京市を主たる研究対象
に取り上げ、水勘定表を利用した研究を実施
する。北京市を取り上げた理由は、急速な都
市化が進行していること、中国北部の乾燥地
帯にあって水資源制約が強い地域に立地す
ること、通常、途上国では整備されているこ
とがほとんどない都市産業連関表が複数年
にわたって利用可能なこと、などである。 
 
３．研究の方法 
 研究期間の前半は各種統計データや中国
国内の文献を中心にデータを整備し、水勘定
表を作成し、そこで得られたデータによって

産業連関分析や一般均衡モデルによる分析
を行った。さらに北京市および天津市におけ
る消費者調査を実施し、水価格に関する認知
や節水対策の効果などについて分析した。ま
た、同時に中国の地域別経済統計、水関連統
計について整備し、地域比較分析によって北
京市や天津市の特殊性を明らかにするため、
水需要の価格弾力性、水に関する生産性の計
測を行い比較した。 
４．研究成果 
 第１の研究成果は、水勘定表の整備につい
てである。北京市において入手できた都市産
業連関表と水資源統計を利用し、1987、1992、
1997、2002、2005 年の 5 カ年について 22 産
業部門と家庭部門に対応する水供給データ
を統合した。水供給については、新規水とリ
サイクル水があり、さらに新規水はその供給
源別に水道水、地下水、地表水、その他に分
かれる。また、廃水については、データの入
手が困難であったため、水供給と同じ部門数
でデータを整備することができず、1997、
2002 の 2 カ年分について都市産業連関表を
13 産業部門に統合し、これらと家庭部門に対
応する廃水データを統合した。 
第 2の成果は、水資源制約の強い地域にお

いて北京市がいかに経済的に拡大を続ける
ことが可能であったかのメカニズム解明と
それによる社会的便益の評価を目的とした
研究である。これは、地域産業連関分析によ
る仮想水(バーチャルウォーター)の推計を
中心とした環境経済学研究である。これまで
の仮想水に関する実証研究は国際貿易を前
提とした国単位の分析が中心であったのに
対し、途上国都市を対象とした実証研究とし
て新規性が高い。さらに、北京市の急速な経
済発展が、生産部門におけるリサイクルの促
進や節水効果にとどまらず、水資源多消費産
業の域外への移転による産業転換とそれに
ともなう移輸入額増大によって仮想水が増
加する一方で、直接消費量が減少したことを
定量的に計測したこと、さらにそれによって
もたらされる水質汚染処理費用を含めた社
会的便益を明らかにした点でユニークであ
る。 
 具体的な成果は次の通りである。まず、
1987 年から 2005 年までの 5 時点の中国と北
京市の産業連関表を用いて生産に伴う業種
別内包水を推計し、比較した。次に、1997 年
から 2005 年までに北京市が経済構造、水に
関する技術水準を全く変化させずに経済規
模のみ拡大した場合を想定した潜在水需要
と実際とを比較し、北京市内の水需要が大き
く増加しなかった要因の特定を行った。そし
て、この変化にともなって北京市における社
会的便益が純増することを示した。 
他方、需要サイドの分析として、家計の消

費支出の拡大とその品目構成の変化に着目



し、1997 年から 2005 年までに家計が誘発す
る水需要の変化を推計し、要因分解を行った
結果、より大きな仮想水の需要をもたらす構
造変化が起きていることを同定した。 

廃水に関する分析として、1997 年と 2002
年のデータを用い、仮想水にともなって域外
で誘発されうる水質汚染負荷量を推計し、そ
のための処理費用と北京市内で生産した場
合に誘発される水質汚染処理費用を比較し
た。その結果、外部との取引の増加によって
社会的便益が純増することを示した。 

これらの中心となる研究成果に加えて、フ
ロンティア生産分析法を用いた中国の地域
別水生産性の分析並びに水需要の価格弾力
性の地域間比較、CGE モデルの開発とその
水価格政策評価のための応用研究、市民の水
価値に関する意識調査と節水促進政策の有
効性に関する調査とその分析、MIKE SHE
モデルによる黄河中上流域の農業生産と水
収支の分析、北京市を含むアジアのメガシテ
ィの下水道整備の比較研究などの多様な関
連する研究成果が得られた。 
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